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 はじめに
2015年月に一部改正された学習指導要領では、中央教育審議会「道徳
に係る教育課程の改善等について（答申）」（2014年10月21日）を受け、発
達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題を一人一人の生徒が自
分自身の問題と捉え、向き合う「考える道徳」、「議論する道徳」へと転換
を図ることが示され）、「考え、議論する道徳」が推進されることとなっ
た。
また、中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支
援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（2016
年12月21日）では、「考え、議論する道徳」の実現が、「主体的・対話的で
深い学び」（アクティブ・ラーニング）の実現につながるとしている）。
さらに、改訂された新学習指導要領（2017年月31日）でも、「考え、議
論する道徳」の実現を図りながら、生徒に道徳性を育成するための指導方
法の工夫点として、問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習
等を適切に取り入れたり、特別活動等における多様な実践活動や体験活動
も道徳科の授業に生かすようにしたりすること））などが示されている。
そこで、本研究）では、特別支援学校高等部に在籍する軽度知的障害
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を持つ生徒を対象とした「考え、議論する道徳」の授業開発について追究
する。特に今回は、上述した「道徳的行為に関する体験的な学習」や「特
別活動等における多様な実践活動や体験活動」等で指摘されている「体
験」に着目し、生徒が実際に行っている体験を道徳科の授業の中で効果的
に生かしながら、個々の生徒の心情面に働きかけ、「考え、議論する道徳」
へと導いていくための具体的な授業開発について追究することにした。
これに関連した先行研究）として、下崎・百瀬の研究）がある。この
研究では、日々取り組んでいる「作業学習」の充実化を図るために、作業
学習との双方向性のある関連を図った道徳科の授業を設定した。生徒が実
際に体験している作業学習を振り返りながら、「作業学習は本当に自分に
とって必要なのだろうか？」という問い（問題）を設定し、一人一人の生
徒にこの問いを自分自身の問題として捉えさせながら、問題解決に向けた
「考え、議論する道徳」へと展開させていった。
しかしながら、この考え、議論する場面において、一つの考えに固執す
る傾向を持つ生徒に対する支援が、大きな課題となった。そこでは、自分
の考えを多面的・多角的に考えていくための場の設定と教師の支援が必要
となることが明らかとなった	）。
本研究では、この先行研究で明らかとなった課題を踏まえ、この解決策
として、「体験」を「考え、議論する道徳」の授業の中に効果的に生かす
ようにすること、具体的には、自分の行った（行っている）「体験」を掘
り下げながら、その時の思いや考えを前向きな内容も否定的な内容も含め
て本音で語り合ったり、多面的・多角的に考え合ったりするための場の設
定を含む具体的支援について検討することにした。なお、開発した授業の
有用性については、ビデオによる授業記録、ワークシート、授業後に生徒
に実施したアンケートの点から検証することにした。
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 体験を効果的に生かしながら「考え、議論する道徳」へ
と導くための授業開発
（）本研究で捉える「議論」
『広辞苑』（岩波書店）によれば、「議論」とは、「互いに自分の説を述べ
あい、論じあうこと」、「意見を戦わせること」、「また、その内容」）と
している。また、先の中央教育審議会「道徳に係る教育課程の改善等につ
いて（答申）」（2014年10月21日）には、この「議論」と関連する言葉とし
て、「対話」、「討論」、「意見を交流し合う経験」10）などが使用されている。
さらに、赤堀博行によれば、「『議論』とは、ある問題について互いの考え
を述べ合うこと、多様な考え方や感じ方に出合って自分の考え方、感じ方
を深めること」11）としている。そこで本研究では、以上のことを基にし
ながら、対象とする個々の生徒の実態を踏まえ、「議論」を対話や討論も
含めて「意見を交流し合うこと」と定義することにした。
（）体験を生かした「考え、議論する道徳」の授業開発の視点
体験を効果的に道徳科の授業に生かすためには、どのような授業開発を
行えばよいのだろうか。この問いのヒントとして、『中学校学習指導要領
解説 特別の教科 道徳編』（以下、『解説 道徳編』と略記）によれば、
「道徳科の指導においては、職場体験活動やボランティア活動、自然体験
活動などの体験活動を生かし、体験を通して感じたことや考えたことを基
に対話を深めるなど、心に響く多様な指導の工夫に努めることが大切であ
る」12）（下線：百瀬）としている。さらに、「道徳科においては、生徒が
日常の体験を想起する問いかけをしたり、体験したことの実感を深めやす
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い教材を生かしたり、実物の観察や実験等を生かした活動、対話を深める
活動、模擬体験や追体験的な表現活動を取り入れたりすることも考えられ
る」13）（下線：百瀬）としている。
これらのことから、体験を「考え、議論する道徳」の授業に効果的に生
かすためには、①体験を通して感じたことや考えたことを基に対話を深め
ること、②生徒に体験を想起させる問いを投げかけること、③体験したこ
との実感を深めやすい教材を生かすことの視点が重要となる。
最初に、①の「体験を通して感じたことや考えたことを基に対話を深め
ること」に関しては、体験を通して感じたことや考えたことを建前ではな
く、本音で出し合うことが重要となる。建前では、浅い対話になる。前向
きな内容、否定的な内容を含め、すべてを本音で出し合うことが必要とな
る。関連して、『解説 道徳編』では、生徒が主体的に道徳性を育むため
の指導として、自分の弱さや人間としての弱さを素直に認め、それを乗り
越えてよりよく生きようとすることのよさについて、教師が生徒と共に考
える姿勢を大切にすることが重要であるとしている14）。このことから、
生徒が前向きな内容だけでなく、否定的な内容や自分の弱さなどを含め、
本音で対話を行いながら、よりよく生きようとするための場の雰囲気づく
りも必要となる。
また、対話を深めていくためには、本音で対話をするだけでなく、多面
的・多角的に考えていくことも重要である。そのためには、クラスメート
との議論のほか、自分たちとは異なる他者との対話の場が必要となる。
次に、②の「生徒に体験を想起させる問いを投げかけること」に関して
は、先の下崎・百瀬の先行研究においても重要視した点である。具体的に
は、教師から生徒に体験を想起させるための問いを投げかけ、一人一人の
生徒がそれを自分自身の問題として捉えながら、解決に向けて主体的に考
え、議論していく問題解決的な学習を導入した15）。本研究でも、このよ
4 法学論集 82 〔山梨学院大学〕
─ 4 ─
うな問題解決的な学習を導入し、生徒に体験を想起させる問いや、体験を
想起させながら、自分事として主体的に考え、議論させていくための「問
い」（問題）を設定することにした。
最後に、③の「体験したことの実感を深めやすい教材を生かすこと」に
関しては、様々な教材が考えられる。本研究では、先の下崎・百瀬の先行
研究でも重要視した「ワークシート」を開発し、有効活用を図ることにし
た。具体的に下崎・百瀬の先行研究では、教師が投げかけた「問い」（問
題）に対する自分なりの考えを持たせるために、各項目に考える手順を示
し、その手順を踏みながら段階的に自分の考えを形成していくことを支援
するワークシートを開発した。さらに、議論を振り返りながら、「問い」
（問題）に対しての自分の考えを整理し、まとめるためのワークシートも
開発した16）。本研究では、これらのワークシートも参照しながら、生徒
に体験したことの実感を深めるためのワークシートを開発し、有効活用さ
せることにした。
以上示した通り、体験を効果的に生かしながら「考え、議論する道徳」
にするために重要となる、①体験を通して感じたことや考えたことを基に
対話を深めること、②生徒に体験を想起させる問いを投げかけること、③
体験したことの実感を深めやすい教材を生かすことの視点を踏まえ、授
業開発を試みることにした。次章では、これらの視点を踏まえた具体的
な授業設計について詳述する。
 体験を生かした「考え、議論する道徳」の授業設計
（）実践クラスの実態
実践クラスは、A 県立 B特別支援学校高等部（知的障害）の年生の
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クラスで、男子名、女子名の計名17）から構成されている。先の下
崎・百瀬の先行研究でも授業実践を行ったクラスである。個々の詳細な実
態は、個人情報保護の観点から割愛するが、どの生徒も軽度の知的障害を
持っている。月より、卒業後の企業等への就労を意識しながら、作業学
習等に意欲的に取り組んでいる。今後の課題は、現場体験実習などを体験
させながら、卒業後の就労に向けて必要な知識・技能はもちろんのこと、
社会に向かう力・人間性等も身に付けていくことである。
（）主題名及び主題設定の理由
主題名は、「現場体験実習を最後までやり遂げよう」である。主題設定
の理由は、次に述べる通りである。実践クラスの年生は、今まで取り組
んできた「作業学習」の発展的な学習として、就労に向けたより実践的な
学習となる「現場体験実習」を迎えることになる。この現場体験実習は、
B特別支援学校高等部の年間において、計期間実施される。ここでの
学習成果が、将来の就労に直接的にも間接的にも大きく影響する。そこで、
初めて現場体験実習を迎える年生全員が、困難なこと等を乗り越えなが
ら、その学習を最後までやり遂げることを願って、本主題を設定すること
にした。
なお、授業は、クラス担任ではない下崎が担当することにした。担任以
外の方が、前向きな考えだけでなく、担任には出せない否定的な考えも出
しやすいと考えたからである18）。また、下崎との道徳科の授業は、生徒
にとっては、先の下崎・百瀬の先行研究での授業と合わせて度目となる
ので、安心して授業に参加できると考えたからでもある。
（）目標
現場体験実習に対する自分なりの課題を設定し、困難や失敗を乗り越え
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て最後までやり遂げようとすることができる。（中学校学習指導要領との
関連：A（）「希望と勇気、克己と強い意志」）
（）授業展開と体験を効果的に生かすための具体的支援
）授業展開（201X 年月中旬〜下旬：全時間扱い）
① 第〜回まで体験した「現場体験実習」の振り返り（時間）
・ 作業学習と現場体験実習の気持ちの面での大変さについて比べさせ
る。この時、授業者自身も自己開示しながら、仕事をする上で困難に
感じていることや大変に思っていることなどを伝える。
・ 気持ちの面で、学校で取り組んでいる作業学習と現場体験実習の大
変さの共通点について考えさせる。
・ 気持ちの面で、学校で取り組んでいる作業学習と現場体験実習の大
変さの違いについて考えさせる。
・ 「この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいのだ
ろうか？」という問い（問題）を教師から生徒に投げかけ、考えさせ
る。
② 今まで現場体験実習を体験してきた年生を交えての議論（時
間）
・ 「この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいのだ
ろうか？」という問い（問題）に対する自分の考えを発表させる。
・ クラスメートの考えや年生の現場体験実習をどう乗り越えたかに
ついての考えを聞かせながら、自分の考えを多面的・多角的に捉えさ
せる。
・ 自分なりの後半の現場体験実習に向けた課題を明確化させる。
③ 後半（第、回）に体験した「現場体験実習」の振り返り（時
間）
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・ 後半の現場体験実習における自分の課題は解決できたかを振り返ら
せらせながら、最後までやり遂げることの大切さを確認させ、本授業
のまとめを行う。
）具体的支援の詳細
① 体験を通して感じたことや考えたことを基に対話を深めるための支
援
先述した通り、深い対話にするためには、生徒が体験を通して感じた
ことや考えたことを本音で語りながら、よりよく生きていこうとするた
めの場の雰囲気づくりが重要となる。その具体的支援として、机の配置
や教師の言葉掛けを含めた態度を工夫する必要がある。机の配置は、全
員がお互いの顔を見合いながら議論ができるように丸型に配置した。さ
らに、発言は座席に座ったまま行い、通常の授業形式ではなく、休み時
間のようにリラックスした雰囲気で授業に参加できるようにした。また、
教師も自己開示し、働く中で感じた大変さや困難なことなどの体験談も
交えながら、授業を展開するようにした。
さらに、場の雰囲気づくりの他、生徒が多面的・多角的に考え合うよ
うにするために、異なる他者の考えを聞く場もあわせて設定することに
した。今回は、「現場体験実習」を体験した年生も丸形の座席に座り、
年生の議論に参加させることにした19）。先輩と顔を合わせながら、
先輩の生の声を聞くことにより、生徒の考えの広がりや深まりを期待し
た。
② 生徒に体験を想起させる「問い」の設定
実践クラスの年生にとって、現場体験実習は、初めて校外で行う体
験学習である。学校で取り組む作業学習とは違い、要求される作業の質
が高く、厳しさもある。そこで、先述した授業展開の「① 第〜回
まで体験した『現場体験実習』の振り返り」の場面では、生徒に体験を
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想起させるため、下記のつの問いを設定し、投げかけることにした。
・ 「作業学習をやっていて、どんなところが大変か？」
・ 「現場体験実習をやっていて、どんなところが大変か？」
・ 「学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、何か共通点は
あるか？」
・ 「学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、どんな点が違
うのか？」
これらのつの問いを設定した意図は、「作業学習」と「現場体験実
習」とを対比さながら、それぞれの大変さについて出させ、さらにそこ
から共通性と相違性について着目させることで、生徒につの体験を関
連付けながら想起させることをねらった。
そして、授業展開の「② 昨年度経験した年生を交えての議論」の
場面では、本授業を問題解決的な学習で進めていく上で重要となる、
「この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいのだろう
か？」という問い（問題）を設定した。この問いを設定した意図は、
つの体験の対比を基にしながら、より自分事の問題として現場体験実習
を想起させ、考えさせることをねらった。
③ 体験したことの実感を深めるための教材開発
体験したことの実感を深める教材として、本研究では生徒が授業で活
用する「ワークシート」を全種類開発した（ワークシート①、②、
③）。
まず、ワークシート①では、先の「生徒に体験を想起させる『問い』
の設定」で示した問いと連動した項目を挿入した。このことにより、生
徒が問いに対する自分の考えを実際にワークシート上に書くことを通し
て、体験したことの実感が深まるようにした。具体的には、項目「学
校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。①作業学習をやっていて、
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どんなところが大変か？②現場体験実習をやっていて、どんなところが
大変か？」、項目「学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、
何か共通点はあるか？」、項目「学校の作業学習と現場体験実習の大
変さを比べて、どんな点が違うのか？」、項目「で示した違いを基
に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいのだろ
うか？」を挿入した。さらに、項目では、書きながら、「作業学習」
と「現場体験実習」が視覚的に対比して捉えられるようにした20）（表
参照）。
次に、ワークシート②は、年生の議論に参加する年生用のワーク
シートである。項目「自分が行った現場体験実習の場所は？」、項目
「そこで、どんな作業を行ったのか？」、項目「自分が感じた学校
での作業学習とは違った現場体験実習での困難なことは何か？」、項目
「その困難なことを自分はどう乗り越えたのか？」という項目に沿っ
て段階的に書き進めていくことで、年生に今まで取り組んできた現場
体験実習で体験したことの実感を想起させ、深めさせるようにした（表
参照）。
最後に、ワークシート③は、生徒に年生との議論を基に体験したこ
との実感をより深めさせるために、項目「年生からのアドバイスを
聞いての感想を書こう。」、項目「後半の現場体験実習に向けて、自分
の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。」を設定した。特
に項目では、①自分が困難と思っていること、②年生からのアドバ
イス、③感想と、段階を踏んで感想が書けるようにした。
さらに、項目「後半の現場体験実習をやり終えて、自分の課題は解
決できたかを振り返ろう。」では、後半の現場体験実習で体験したこと
の実感を深めさせるようにした（表参照）。なお、表、表、表
の斜体は、年生の E 男、年生の G 男が記述した内容を下崎が打ち
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込んだものである。表と表は E男が、表は G男が記述した。
表 ワークシート①
年 名前（ E男 ）
、学校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。
作 業 学 習（床清掃・トイレ清掃） 現場体験実習（洋菓子店）
① 作業学習をやっていて、どんなところが
大変か？
② 現場体験実習をやっていて、どんなとこ
ろが大変か？
・寒い中でやるのがさむくて大変だった。 ・集中がきれたときが大変だった。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、何か共通点はあるか？
・床清掃、トイレ清掃をする。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、どんな点が違うのか？
・学校は寒い中でやること。・現場はおぼえることが多い。
、で示した違いを基に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいの
だろうか？
・全部おぼえる。
表 ワークシート②
年 名前（ G男 ）
、自分が行った現場体験実習の場所は？
・コンビニエンスストア、スーパーマーケットなど。
、そこで、どんな作業を行ったのか？
・食品の前出し。
、自分が感じた学校での作業学習とは違った現場体験実習での困難なことは何か？
・指導が厳しかったです。注意が多く、速く丁寧に。
、その困難なことを自分はどう乗り越えたのか？
・分からないことを聞いたり、コミュニケーションをとった。
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表 ワークシート③
年 名前（ E男 ）
、年生からのアドバイスを聞いての感想を書こう。
① 自分が困難と思っていること
・おぼえるのが大変。
② 年生からのアドバイス
・よく話をきく、自分でかくにん、職場の方にきく。メモをとれ。
② 感想
・メモというのは頭にはありませんでした。ですので、よいじょげんになりました。
、後半の現場体験実習に向けて、自分の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。
・気合と根性でのりきる。
、後半の現場体験実習をやり終えて、自分の課題は解決できたかを振り返ろう。
・大きな声であいさつはでき、集中してとり組めました。年生のアドバイスもやくにたち、
うまくいくと思いました。
 実際の生徒の反応
（）ビデオによる授業記録
ここでは、ビデオによる年生との議論の記録を紹介する。次頁の表
は、授業者の下崎が生徒に許可を得てビデオ撮影を行い、授業後それを基
に生徒の発言内容等を文字化したものである。
リラックスした雰囲気で年生と議論ができるようにと、机の配置を丸
型にし、さらに年生と年生が交互に座るようにした。また、議論は座
ったままで行うようにした。
前半の議論では、年生は、ワークシート①の「、で示した違いを
基に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいのだろ
うか？」で記した内容を、年生は、ワークシート②の「、その困難な
ことを自分はどう乗り越えたのか？」で記した内容をそのまま読み上げる
だけの一方向の発表に終始し、双方向性のある関わり合いは生まれなかっ
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表 年生との議論の記録
【前半の議論】
・ 教師：「前の時間年生は、『この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよ
いのだろうか？』という問いについて、それぞれが考え、ワークシートにまとめてもらい
ました。今日は、そのことを年生と一緒に話し合いたいと思います。年生も前の時間
に、自分が行った現場体験実習の場所、仕事内容、どうやって実習を乗り越えたかについ
て思い出し、ワークシートにまとめてもらいました。年生は自分が体験した中で、何か
アドバイスがあったら年生に伝えてほしいと思います。」
・ 教師：「それでは、年生から名簿順で発表して下さい。」
・ A男：「ぼくは、大きい声でしゃべって、自分からがんばって話したいと思います。」
・ B子：「私は、できるように頑張ろうと意識してやっていきたいです。」
・ C男：「ぼくは、自分の力を意識して頑張り、声をかけられたらちゃんと応えていきたい
です。」
・ D男：「ぼくは、作業に集中しながらコミュニケーションをとっていきたいです。」
・ E男：「全部仕事を覚えたいです。」
・ F男：「ぼくは、ふだんから、コミュニケーションを意識していきたいです。また、ふだ
んから、先を見て行動していきたいです。」
・ 教師：「今の発表を聞いて、何か質問やさらに詳しく知りたいことはありませんか？」
・ 年生と年生：「・・・・・」（硬い表情で）
・ 教師：「何かないですか？何もないですか？ないようなので、それでは年生のみなさん、
どうやって現場体験実習を乗り越えたか、年生と同じように名簿順で発表して下さい。」
・ G男：「ぼくは、分からないことは聞いたり、コミュニケーションをとりました。」
・ H男：「ぼくは、実習担当の先生や実習の担当の方に相談して、頑張り続けました。」
・ I男：「ぼくは、体調管理を大切にしました。また、仕事の内容をノートに書きました。
また、スタッフの助けがあったから、仕事もうまくできたし、コミュニケーションがうま
くできた。」
・ J男：「ぼくは、何を言われても気にしないで自分の仕事に集中しました。」
・ K子：「クリーニング店では、夜遅くて不安に思ったけど、やり続けていくうちに慣れて
いきました。汚れやしみがあったことを忘れていた時は、やる前に確認してからたたんで
いくとよいと思います。立ち仕事をやっていくうちに足が痛くなってきたら、休憩中に足
を休めたり、少しの運動をしたほうがいいと思います。」
・ L男：「自分から、日頃コミュニケーションを意識して過ごせば、必ず実習でもできるよ
うになるので頑張って下さい。」
・ 教師：「今の年生の発表を聞いて、もっと詳しく聞いてみたいこと、質問したいことは
ありませんか？年生のみなさん、どうですか？」
・ 年生：「・・・・・」（お互いに顔を見合わせ、苦笑いを浮かべながら）
【後半の議論】
・ 教師：「何か質問などが出しにくい感じなので、そのまま座ったままで年生と年生の
隣同士がペアになってディスカッションをしていきたいと思います。時間が経ったら、
年生だけが時計回りに座席を移動し、年生全員とディスカッションができるように交代
していきます。」
・ 教師：「大切なところは、メモを取りながら聞き合いましょう。」
・ 年生と年生：先ほどまでの硬い表情と打って変わり、活発な議論が開始される。
分をめどにペアを交代していった。
※ ここからは、ペアによる議論のため、生徒の発言内容の文字化は不可能となる。
た。さらに、座席は丸形で座ったままでの発表であったものの、生徒たち
の表情は硬く、リラックスした雰囲気とはならなかった。
そこで、授業者の下崎は、急遽議論の形式をペアによるディスカッショ
ンに切り替えた。この切り替えにより、生徒たちの緊張感が解け、リラッ
クスして話し合いに臨むことができた。このペアによるディスカッション
での年生からのアドバイスは、ワークシート③の「、年生からのア
ドバイスを聞いての感想を書こう。」や、「、後半の現場体験実習に向け
て、自分の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。」の記述内
容等にも反映されている（表、表〜表参照）。表〜表のワーク
シート内の斜体は、表〜表と同様に、実際に生徒が記述した内容を下
崎が打ち込んだものである。
（）ワークシート
ここでは、個々のワークシートの記述内容とその全体的な特徴を示すこ
とにする。
）個々のワークシート
個々のワークシートの記述内容として、ワークシート①とワークシー
ト③を示す（表、表、表〜表参照）。また、表〜表では、
上部にワークシート①を下部にワークシート③を示した。さらに、作業
学習の内容（全生徒共通）と個々の生徒が行った現場体験実習先は、ワ
ークシート①の「、学校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。」
の「作業学習」と「現場体験実習」の横に付記した括弧内に示した通り
である。
① A男の記述内容
A 男のワークシート（表参照）からは、次のことを確認すること
ができる。ワークシート①の項目では、「暑くてやだ」、「毎日同じ作
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表 A男のワークシート
【ワークシート①】
、学校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。
作 業 学 習（床清掃・トイレ清掃） 現場体験実習（ビジネスホテル）
① 作業学習をやっていて、どんなところが
大変か？
② 現場体験実習をやっていて、どんなとこ
ろが大変か？
・暑くてやだ。
・集中力が続かない。
・毎日同じ作業をするのがめんどくさい。
・せっきょく的に話ができない。
・しごとができるか不安。
・集中力が続くかわからない。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、何か共通点はあるか？
・集中してとりくむ。・毎日同じ作業をする。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、どんな点が違うのか？
・現場実習のほうが、せきにんかんがある。・現場実習は、いろいろな方とコミュニケーシ
ョンをとる。
、で示した違いを基に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいの
だろうか？
・大きい声でしゃべる。・自分からがんばって話す。
【ワークシート③】
、年生からのアドバイスを聞いての感想を書こう。
① 自分が困難と思っていること
・コミュニケーションをしたいけど、できない。
② 年生からのアドバイス
・ちょっとずつ話をする。
・今、はやりのこと（自己アピール）。
・自分から、せっきょく的に。
・次何をしますか、と声をかける。
・自己アピールをする。
・あかるいはなしをしたい。
③ 感想
・今日は、年生からアドバイスがあったので、年生からおしえてもらったことをとりい
れてみたいです。
、後半の現場体験実習に向けて、自分の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。
・自己アピールをすることを年生がおしえてくれたので、自己アピールをして、今、はや
りのことを話したいです。
、後半の現場体験実習をやり終えて、自分の課題は解決できたかを振り返ろう。
・自分で課題を解決できた事もあるけど、コミュニケーションは、できなかったです。年
生にアドバイスをもらいちょっとずつ話をすることや今、はやりの事の話が少しできたの
で良かったです。年生にアドバイスをもらってとても実習がしやすかったです。
業をするのがめんどくさい」、「しごとができるか不安」（下線：下崎）
など、A 男の作業学習と現場体験実習に対する本音を垣間見ることが
できる。
また、ワークシート①の項目では、「大きい声でしゃべる」、「自分
からがんばって話す」と記したが、年生との議論の後に記したワーク
シート③の項目では、「自己アピールをすることを年生がおしえて
くれたので、自己アピールをして、今、はやりのことを話したいです」
と、年生からのアドバイスを取り入れて、より具体的な解決策（自己
アピールすることと、今、はやりのことを話すこと）を導き出し、自分
の考えを深めている。
さらに、ワークシート③の項目では、「自分で課題を解決できた事
もあるけど、コミュニケーションは、できなかったです」と、「コミュ
ニケーション」に関する課題は解決ができなかったことと、「年生に
アドバイスをもらいちょっとずつ話をすることや今、はやりの事の話が
少しできたので良かったです。年生にアドバイスをもらってとても実
習がしやすかったです」と、年生からのアドバイスによる成果があっ
たことの両方を記している。
② B子の記述内容
B子のワークシート（表参照）からは、次のことを確認することが
できる。ワークシート①の項目では、特に現場体験実習の記述で、
「次に何をやるのかがわからない」、「コミュニケーションがむずかし
い」（下線：下崎）と、自分が現場体験実習で困難に感じていることを
本音で記している。
また、ワークシート③の項目の②の記述内容からも分かるように、
年生との議論では、一人一人の先輩からのアドバイスを丁寧にメモを
取りながら進めていた。さらに、ワークシート①の項目では、「でき
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表 B子のワークシート
【ワークシート①】
、学校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。
作 業 学 習（床清掃・トイレ清掃） 現場体験実習（デイサービス・センター）
① 作業学習をやっていて、どんなところが
大変か？
② 現場体験実習をやっていて、どんなとこ
ろが大変か？
・きょうどう作業。
・道具じゅんび多い。
・物を全部うごかす。
・きがえるのが大変。
・次に何をやるのかがわからない。
・初めて会った人が多い。
・コミュニケーションがむずかしい。
・なれていない場所なのでなかなか声がでない。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、何か共通点はあるか？
・体をうごかす。・下じゅんび。・集中。・しゅうしょくにつながる
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、どんな点が違うのか？
・かんきょう（場所）。・やることがちがう。・実習のほうがきんちょうする。
、で示した違いを基に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいの
だろうか？
・できるようにがんばろうといしきしている。
【ワークシート③】
、年生からのアドバイスを聞いての感想を書こう。
① 自分が困難と思っていること
・コミュニケーション。・場所がなれていない。・ずっとたっているところ（こしがいたくなる）。
・あいさつのタイミングや声の大きさ。
② 年生からのアドバイス
・（H男先輩）だれもいなかったら会ったしゅんかんあいさつ。だんだんとできると思う。こ
しがまん。
・（L男先輩）こし＝がんばれ。コミュニケーションむずかしかった。
・（K子先輩）こしは、私もあしくびがいたくなる。（うんどうする）
・（G男先輩）こし＝がんばれ。コミュニケーションはなれ。なれたら色々と聞く。
・（J男先輩）こし＝がんばれ。・アピールしょう!!
・（I男先輩）あいさつ＝いらっしゃいませ。すれちがったときあいさつ。場所なれ。コミ=ひ
まなときどうぞ。こし＝がんばれ。
③ 感想
・色々なことがきけてよかった。・すべてはなれるところから。
、後半の現場体験実習に向けて、自分の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。
・体がいたくなったり、いたくなる前にかるいうんどうをしょう!!
・コミュニケーションはずっとその場所をやっていればなれるはず!!
・あいさつは会ったしゅんかん、すれちがったしゅんかんあいさつ。
・おつかれさまですを言えるようになろう!!（アピールも大切）
、後半の現場体験実習をやり終えて、自分の課題は解決できたかを振り返ろう。
・作業中でもおきゃくさまが出入があったらあいさつができました。
・コミュニケーションはほとんどとれませんでした。
るようにがんばろうといしきしている」と漠然とした内容が記されてい
たが、年生との議論の後に記したワークシート③の項目では、「体
がいたくなったり、いたくなる前にかるいうんどうをしょう!!」、「コミ
ュニケーションはずっとその場所をやっていればなれるはず!!」、「あい
さつは会ったしゅんかん、すれちがったしゅんかんあいさつ」、「おつか
れさまですを言えるようになろう!!（アピールも大切）」と、年生から
のアドバイスを取り入れ、具体的で多様な解決策を導き出し、自分の考
えを広げている。ワークシート③の項目では、挨拶に関する課題は解
決できたが、コミュニケーションに関する課題は解決できなかったこと
を記している。
③ C男の記述内容
C男のワークシート（表参照）からは、次のことを確認することが
できる。ワークシート①の項目では、「床清掃でやり直しをさせられ
るのがヤダ」、「窓清掃が寒くてヤダ」、「先生が近くにいてやりづらい」、
「実習に行く時に寒くてヤダ」、「実習時間が長くてヤダ」（下線：下崎）
などから、作業学習や現場体験実習に対して感じている C男の本音が
表れている。
また、ワークシート①の項目では、「自分の力でいしきしながら頑
張っていく」、「声をかけられたらちゃんと答える」と記したが、年生
との議論の後に記したワークシート③の項目では、「コミュニケーシ
ョンを自分から声をかけて頑張っていく」、「わからない時は店員さんに
聞く」、「聞かれたら素直に返事をする」と、年生からのアドバイスを
取り入れながら、より具体的な解決策を導き出し、自分の考えを深めて
いる。
さらに、ワークシート③の項目では、「年生のアドバイスのおか
げで自分からコミュニケーションをとる事ができた」、「年生のアドバ
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表 C男のワークシート
【ワークシート①】
、学校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。
作 業 学 習（床清掃・トイレ清掃） 現場体験実習（スーパーマーケット）
① 作業学習をやっていて、どんなところが
大変か？
② 現場体験実習をやっていて、どんなとこ
ろが大変か？
・作業時間が長くて大変。
・床清掃でやり直しをさせられるのがヤダ。
・モップに力を入れてかけるのが大変。
・報告しに行くのが大変。
・窓清掃が寒くてヤダ。
・用具を用意するのが大変。
・先生が近くにいてやりづらい。
・なかなかしゃべる事ができない。
・実習に行く時に寒くてヤダ。
・実習時間が長くてヤダ。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、何か共通点はあるか？
・報告をする。返事をする。困ったら質問する。 ・時間をしっかり守る。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、どんな点が違うのか？
・作業内容が違う。声を出すことが多い。・準備するものが多い。声を色々かけられて大変。
、で示した違いを基に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいの
だろうか？
・自分の力でいしきしながら頑張っていく。・声をかけられたらちゃんと答える。
【ワークシート③】
、年生からのアドバイスを聞いての感想を書こう。
① 自分が困難と思っていること
・作業中に声をかけられて色々と答えるのが大変。・コミュニケーションがうまくとれない。
② 年生からのアドバイス
・相手から自分の事を知ってもらう。
・簡単な所から挨拶。
・がんばれ。
・店員さんに聞けばいい。
・色々な事を聞く。
・慣れたら話す。
・素直に返事。
③ 感想
・今日は年生にアドバイスをもらいました。先輩に聞いてこれから頑張っていきたい。
、後半の現場体験実習に向けて、自分の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。
・コミュニケーションを自分から声をかけて頑張っていく。
・わからない時は店員さんに聞く。
・聞かれたら素直に返事をする。
、後半の現場体験実習をやり終えて、自分の課題は解決できたかを振り返ろう。
・年生のアドバイスのおかげで自分からコミュニケーションをとる事ができた。
・声をかけられてもしっかりと答えることができた。
・年生のアドバイスはスゴく役に立ってよかったです。
・コミュニケーションは最初はできなくて大変だったけど年生のアドバイスのおかげでや
る事ができてよかった。声をかけられても、自分でちゃんと答える事ができてよかった。
わからない事もしっかりと聞けてよかった。
・聞かれたら素直に返事ができた。
イスはスゴく役に立ってよかったです」と、年生からのアドバイスに
よる成果を入れながら課題が解決できたことを記している。
④ D男の記述内容
D男のワークシート（表	参照）からは、次のことを確認すること
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表	 D男のワークシート
【ワークシート①】
、学校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。
作 業 学 習（床清掃・トイレ清掃） 現場体験実習（コンビニエンスストア）
① 作業学習をやっていて、どんなところが
大変か？
② 現場体験実習をやっていて、どんなとこ
ろが大変か？
・トイレ清掃をやっている時、清掃するとこ
ろが多くて大変。
・マジックテープをはがすのがむずかしくて
大変。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、何か共通点はあるか？
・清掃がある。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、どんな点が違うのか？
・作業学習だと、清掃作業だから無言だけど、現場実習は、作業している時でもはなしかけ
てくる。
、で示した違いを基に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいの
だろうか？
・作業に集中しながらコミュニケーションをとっていく。
【ワークシート③】
、年生からのアドバイスを聞いての感想を書こう。
① 自分が困難と思っていること
・知らない人とコミュニケーションをとるのがにがて。
② 年生からのアドバイス
・自分から自己アピールをすることで人とかかわることができる。
・会社のことについて知る。・自分の好きなことを人に伝える。
・ちょっとずつおちついて人とかかわっていく。
③ 感想
・年生からいっぱいアドバイスをもらって、けっこうさんこうになりました。これからも、
年生のアドバイスを思い出してやっていきたいです。
、後半の現場体験実習に向けて、自分の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。
・仕事もだんだんとなれてきているし、人とコミュニケーションもいっぱいとれてきている
し、作業スペースもはやくなってきているので、仕事に集中し、人とコミュニケーション
をもっととって作業ペースを今よりはやくしていきたいです。
、後半の現場体験実習をやり終えて、自分の課題は解決できたかを振り返ろう。
ができる。ワークシート①の項目では、「床トイレ清掃をやっている
時、清掃するところが多くて大変」、「マジックテープをはがすのがむず
かしくて大変」（下線：下崎）などと、作業学習や現場体験実習に対す
る D男の本音が記されている。
また、ワークシート①の項目では、「作業に集中しながらコミュニ
ケーションをとっていく」と記されていたが、年生との議論の後に記
したワークシート③の項目では、「仕事もだんだんとなれてきている
し、人とコミュニケーションもいっぱいとれてきているし、作業スペー
スもはやくなってきているので、仕事に集中し、人とコミュニケーショ
ンをもっととって作業ペースを今よりはやくしていきたいです」と、
年生からのアドバイスを取り入れながら、「作業ペース」についても言
及し、自分の考えを広げている。
なお、D男は、流行性感冒のため、後半の現場体験実習は欠席した。
よって、ワークシート③の項目は、無記入になっている。
⑤ E男の記述内容
E 男のワークシート（表、表参照）からは、次のことを確認する
ことができる。ワークシート①の項目では、「寒い中でやるのがさむ
くて大変だった」、「集中がきれたときが大変だった」（下線：下崎）な
どと、作業学習や現場体験実習に対する E 男の本音が記されている。
また、ワークシート①の項目では、「全部おぼえる」と記したが、
年生との議論の後に記したワークシート③の項目では、「気合と根性
でのりきる」と、年生からのアドバイスを取り入れながら、別な観点
からの解決策（精神面）を導き出し、自分の考えを広げている。
さらに、ワークシート③の項目では、「年生のアドバイスもやく
にたち、うまくいくと思いました」と、年生からのアドバイスによる
成果を入れながら課題が解決できたことを記している。
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⑥ F男の記述内容
F男のワークシート（表参照）からは、次のことを確認することが
できる。ワークシート①の項目では、「作業の時、寒くてやだ」、「困
った時に、聞く人がいなくて困ってしまう」、「なれていないから、やり
にくい」（下線：下崎）などと、作業学習や現場体験実習に対する F男
の本音が記されている。
また、ワークシート①の項目では、「ふだんから、コミュニケーシ
ョンをいしきしていきたいです」、「ふだんから、先を見て行動する」と
記したが、年生との議論の後に記したワークシート③の項目では、
「コミュニケーションを大切にして、自分からゆうきを出して、話しか
けたいです」、「困った時、聞く人がいなかったら、自分からさがして声
をかけて、わからないことは聞いていきたいです」と、年生からのア
ドバイスを取り入れながら、「コミュニケーション」を中心に、より具
体的な解決策を導き出し、自分の考えを深めている。
さらに、ワークシート③の項目では、「困った時などは、年生の
アドバイスにもあったように、自分から聞いてできたのでよかったで
す」と、年生からのアドバイスを取り入れ、課題が解決できたことを
記している。ただし、コミュニケーションに関する課題に関しては、解
決が不十分であったとしている。
）全体的な特徴
以上の個々のワークシートの記述内容を基に全体的な特徴を挙げるな
らば、下記の点を指摘することができる。
・ 「作業学習」や「現場体験実習」に対して感じている自分の思いや
考えを建前ではなく本音で記していること。
・ 年生と一緒に行った議論を肯定的に受け止めていること。
・ 年生との議論により、後半の現場体験実習に向けた課題に対する
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表
 F 男の記述内容
【ワークシート①】
、学校の作業学習と現場体験実習を比べてみよう。
作 業 学 習（床清掃・トイレ清掃） 現場体験実習（ホームセンター）
① 作業学習をやっていて、どんなところが
大変か？
② 現場体験実習をやっていて、どんなとこ
ろが大変か？
・準備やかたづけが大変。
・作業の時、寒くてやだ。
・困った時に、聞く人がいなくて困ってしま
う。
・なれていないから、やりにくい。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、何か共通点はあるか？
・あいさつ、報告をする。 ・時間を守る。
、学校の作業学習と現場体験実習の大変さを比べて、どんな点が違うのか？
・実習の方がお客様と話すことが多い。 ・実習の方がきんちょうする。
、で示した違いを基に、この現場体験実習を乗り越えるために、今、どうすればよいの
だろうか？
・ふだんから、コミュニケーションをいしきしていきたいです。
・ふだんから、先を見て行動する。
【ワークシート③】
、年生からのアドバイスを聞いての感想を書こう。
① 自分が困難と思っていること
・困った時に聞く人がいなくて不安になってしまう。
・なれていないからやりにくい。
・自分からコミュニケーションをするのに声をかけるのがゆうきいる。
② 年生からのアドバイス
・自分から聞きに行く。
・きせつや自分のアピールを話す。
・頑張れ。だれでもいいから、きた人に声をかけてみる。
・ゆうきを出して、きがるに声をかけてみる。自分のタイミングで。
・自分でさがして、聞きに行く。
③ 感想
・年生からアドバイスをもらって、今までは、不安も少しあったけど、今は、あまりなく
なったのでよかったです。
・年生に教えてもらったアドバスを忘れずに、行動していきたいです。
、後半の現場体験実習に向けて、自分の課題とそれを解決させるための方法を書き出そう。
・コミュニケーションを大切にして、自分からゆうきを出して、話しかけたいです。
・困った時、聞く人がいなかったら、自分からさがして声をかけて、わからないことは聞い
ていきたいです。
、後半の現場体験実習をやり終えて、自分の課題は解決できたかを振り返ろう。
・コミュニケーションを自分から、できた時もあったけど、できなかった時もありました。
・困った時などは、年生のアドバイスにもあったように、自分から聞いてできたのでよか
ったです。
考えに、広がりや深まりが確認できること。
・ 設定した課題に対する自己評価は、解決できたとしている者（C男、
E 男）、解決できたものと解決できなかったものがあるとしている者
（A男、B 子、F男）と、個々により違いはあるものの、流行性感冒
で欠席した D男を除く全生徒が、無事現場体験実習を最後までやり
遂げることができ、本授業の目標を達成することができたことを確認
することができること。
（）授業後に生徒に実施したアンケート
授業後に生徒に実施したアンケート結果は、表10の通りである。表10よ
り、質問、質問、質問、質問のつの質問において、全生徒によ
る肯定的な回答を得ることができた。なお、D男は、流行性感冒のため、
後半の現場体験実習は欠席した。よって、アンケートの質問「後半の
『現場体験実習』に向けて設定した自分の課題を解決することができまし
たか？」は回答していない。
細部を見ると、質問では、作業学習や現場体験実習に対して感じてい
ることを建前ではなく、本音で伝えることができたかについて問うたもの
である。アンケート結果では、「とてもできた」（A 男、C 男、D 男）、
「少しできた」（B 子、E 男、F男）となった。質問では、年生との
議論で自分の考えが広がったり、深まったりしたかについて問うたもので
ある。アンケート結果では、「とてもできた」（A 男、F 男）、「少しでき
た」（B 子、C男、D男、E 男）となった。質問では、後半の現場体験
実習に向けた自分の課題設定ができたかを問うたものである。アンケート
結果では、「とてもできた」（A男、C男、D男）、「すこしできた」（B子、
E 男、F男）となった。質問では、設定した課題が解決できたかを問う
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たものである。アンケート結果では、「とてもできた」（C男、E 男）、「す
こしできた」（A男、B子、F男）となった。
しかしながら、質問では、A男、B 子、C男、D男、E 男は、肯定的
な回答を示したものの、F男は、否定的な回答を示した。この質問では、
リラックスして年生との議論ができたかについて問うたものである。ア
ンケート結果の細部を見ると、「とてもできた」（A 男、C 男、D 男）、
「すこしできた」（B 子、E 男）、「あまりできなかった」（F男）となった。
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表10 アンケートの結果
、学校の作業学習と現場体験実習を比べながら、それぞれの大変さについて、自分の思い
や考えを正直に本音でワークシートに書いたり、発表したりすることができましたか？
① とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、C男、D男）
② 少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、E男、F男）
③ あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・名
④ まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・名
、「現場体験実習での大変さ乗り越えるために、今、どうすればよいかを考える場面」で、
年生の先輩と一緒に議論した時、緊張せずにリラックスして議論に参加することができ
ましたか？
① とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、C男、D男）
② 少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、E男）
③ あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・名（F男）
④ まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・名
、「現場体験実習での大変さ乗り越えるために、今、どうすればよいかを考える場面」で、
年生の先輩と一緒に議論したことにより、自分の考えを広げたり、深めたりすることが
できましたか？※考えを広げる：色々な考えを知ること、考えを深める：自分の考えが前
よりもよりはっきりすること
① とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、F男）
② 少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B 子、C男、D男、E 男）
③ あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・名
④ まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・名
、年生と一緒に議論をした後、後半の「現場体験実習」に向けた自分の課題を設定する
ことができましたか？
① とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、C男、D男）
② 少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、E男、F男）
③ あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・名
④ まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・名
、後半の「現場体験実習」に向けて設定した自分の課題を解決することができましたか？
① とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（C男、E男）
② 少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、B子、F男）
③ あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・名
④ まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・名
 考察
ここでは、本研究で開発した授業の有用性について、先述した「 実
際の生徒の反応」を基に、以下検証することにする。
本授業の目標は、「現場体験実習に対する自分なりの課題を設定し、困
難や失敗を乗り越えて最後までやり遂げようとすることができる」である。
この目標に関しては、ワークシート③の項目と項目の記述内容とこれ
に関連するアンケートの質問と質問の回答結果より、流行性感冒のた
め後半の現場体験実習を欠席した D男を除く全生徒が、本授業の目標を
達成することができたことを確認することができる。
軽度の知的障害を持つ生徒が、このように本授業の目標を達成すること
ができた要因として、生徒の「体験」を効果的に生かした「考え、議論す
る道徳」の授業を設定することができたことを指摘することができる。具
体的には、「体験」を効果的に生かした「考え、議論する道徳」の授業へ
と導くために、①体験を通して感じたことや考えたことを基に対話を深め
ること、②生徒に体験を想起させる問いを投げかけること、③体験したこ
との実感を深めやすい教材を生かすことの視点を踏まえて授業開発を行
った。
まず、①では、生徒が体験を通して感じたことや考えたことを本音で対
話をしながら、よりよく生きていこうとするための場の雰囲気づくりを考
え、机の配置（お互いの顔が見える丸形の配置）、教師の言葉掛け（教師
の自己開示）、発表方法（座席に座ったままの状態での発表）、議論の方法
（ペアによるディスカッション）等を工夫した。さらに、生徒が多面的・
多角的に考え合うために、異なる他者（年生の先輩）も議論に参加させ
た。
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次に、②では、生徒に作業学習と現場体験実習とを関連付けながら想起
させる「問い」を工夫して生徒に投げかけた。また、本授業を問題解決的
な学習で進めていく上で重要となる、「この現場体験実習を乗り越えるた
めに、今、どうすればよいのだろうか？」という問い（問題）を設定し、
作業学習と現場体験実習でのつの体験を対比させながら、より自分事の
問題として現場体験実習を想起させ、問題解決に向けて考えさせていった。
最後に、③では、体験したことの実感を深める教材として、ワークシー
ト（生徒の実態を踏まえた項目の挿入）を開発し、生徒に活用させた。
この視点によって開発した授業が効果的に生徒に働いたことにより、
生徒は、自分の体験を基に本音を出し合いながら、多面的・多角的に考え
合い、自分の考えを広げたり深めたりして、課題を設定し、概ねそれを解
決することができた。このことによって、結果的に D男を除く全生徒が、
本授業の目標を達成することができたと考察することができる。
以上のことから、本研究で開発した授業は、「体験」を効果的に生かし
ながら「考え、議論する道徳」へと導いていく授業として、有用性がある
と結論付けることができる。
しかしながら、課題もある。本研究では、議論の場におけるリラックス
した雰囲気づくりも、体験を効果的に生かしながら「考え、議論する道
徳」の授業にしていく上での重要な支援として考えた。ところが、アンケ
ート結果の質問「『現場体験実習での大変さ乗り越えるために、今、ど
うすればよいかを考える場面』で、年生の先輩と一緒に議論した時、緊
張せずにリラックスして議論に参加することができましたか？」では、A
男、B 子、C男、D男、E 男は、肯定的な回答を示したものの、F男は、
「あまりできなかった」と否定的な回答を示した。
この原因として、授業者の下崎は、次の点を指摘する。すなわち、①
普段から F男は、全体の前で発表することに対して苦手意識を持ってい
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ること、②初めて年生を交えての議論を行ったことで、さらに F男の
中に緊張感が高まったこと、の点である。このような F男の学びの姿
を踏まえ、今後は、クラス内での議論もさることながら、色々な他者と関
わり合って議論していく経験を積み重ねていくことが重要となる。
 おわりに
本研究では、特別支援学校高等部に所属する軽度知的障害を持つ生徒を
対象とした「考え、議論する道徳」の授業開発について追究した。今回は、
新学習指導要領（2017年月31日）で指摘されている「道徳的行為に関す
る体験的な学習」や「特別活動等における多様な実践活動や体験活動」等
の「体験」に着目し、生徒が実際に行っている「体験」を道徳科の授業の
中で効果的に生かしながら、個々の生徒の心情面に働きかけ、「考え、議
論する道徳」へと導いていくための授業開発について追究した。
具体的には、「体験」を効果的に生かした「考え、議論する道徳」の授
業へと導くために、①体験を通して感じたことや考えたことを基に対話を
深めること、②生徒に体験を想起させる問いを投げかけること、③体験し
たことの実感を深めやすい教材を生かすことの視点を踏まえた授業開発
を行った。
授業実践後、開発した授業をビデオによる授業記録、ワークシート、授
業後に生徒に実施したアンケートの点から検証した。その結果、生徒は、
自分の体験を基に本音を出し合いながら、多面的・多角的に考え合い、自
分の考えを広げたり深めたりして、設定した課題を概ね解決し、本授業の
目標を達成することがでた。以上より、開発した授業の有用性を確認する
ことができた。残された課題は、クラス内の議論だけでなく、色々な他者
と関わり合って議論していく経験を積み重ねていくことである。このこと
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により、生徒の社会で求められるコミュニケーション能力の向上の他、多
面的・多角的に自分の考えを捉える力のさらなる向上も期待することがで
きる。今後の課題として追究していきたい。
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